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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期中間期 1,450 0.1 15 － 8 － 20 －

2025年12月期中間期 1,449 △22.0 △61 － △60 － △75 －

（注）包括利益 2026年12月期中間期 20百万円 （－％） 2025年12月期中間期 △75百万円 （－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期中間期 5.08 －

2025年12月期中間期 △18.46 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期中間期 5,046 2,645 52.4

2025年12月期 5,548 2,686 48.4

（参考）自己資本 2026年12月期中間期 2,645百万円 2025年12月期 2,686百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 0.00 － 15.00 15.00

2026年12月期 － 0.00

2026年12月期（予想） － 15.00 15.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,600 5.4 150 － 120 315.5 80 － 19.51

１．2026年12月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年１月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期中間期 4,100,874株 2025年12月期 4,100,874株

②  期末自己株式数 2026年12月期中間期 837株 2025年12月期 837株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年12月期中間期 4,100,037株 2025年12月期中間期 4,100,037株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－　除外  －社  （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値とは異なる場合があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用

にあたっての注意事項につきましては、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料は、2026年８月10日（月）に当社ホームページに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移し

たものの、物価上昇の継続や金融政策の動向による金利上昇への関心の高まりに加え、中東情勢をはじめとする地

政学的リスクや金融資本市場の変動等の影響もあり、経済環境の先行きは依然として不透明な状況が続いておりま

す。

当社グループの属する国内不動産業界におきましては、建築資材価格や労務費の高止まりに加え、住宅ローン金

利の動向や物価上昇の影響等から、実需層の住宅取得マインドは慎重な状況が続きました。一方で、投資用不動産

を中心に底堅い需要も見られたものの、事業環境は引き続き慎重な状況で推移いたしました。

このような環境のもと、当社グループにおきましては、関東エリアを中心に建築請負事業及び土地売買が堅調に

推移するとともに、投資用不動産の販売を進める等、収益基盤の強化に取り組んでまいりました。不動産販売事業

において、ナフサショックの影響で建売住宅の利益率が低下したうえ、販売が低調となったものの、保有資産の有

効活用及び資産効率の向上を目的として固定資産の売却を実施する等、各施策を着実に推進いたしました。底堅い

需要のある投資用不動産において、保有している原価上昇前に竣工した案件の販売に注力することにより、収益性

の改善を図ってまいります。

この結果、当中間連結会計期間における経営成績は、売上高1,450,787千円（前年同期比0.1％増）、営業利益

15,208千円（前年同期は61,319千円の営業損失）、経常利益8,793千円（前年同期は60,240千円の経常損失）、親

会社株主に帰属する中間純利益20,807千円（前年同期は75,683千円の親会社株主に帰属する中間純損失）となりま

した。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①不動産販売事業

　不動産販売事業におきましては、関東エリア１号物件となる埼玉県の投資用木造アパートを含め、投資用不動産

２棟を販売したものの、ナフサショックの影響で建売住宅の利益率が低下したうえに販売が低調となり、売上高は

減少し、セグメント利益は大きく減少いたしました。この結果、売上高は784,644千円（前年同期比7.6％減）、セ

グメント利益は40,081千円（前年同期比51.1％減）となりました。

②建築請負事業

　建築請負事業におきましては、新築請負の受注は堅調に推移しつつ営繕・リフォームの受注が増加傾向にあり、

売上高は増加いたしました。また、継続的なコストカットによる収益性向上の影響もあり、セグメント利益は大き

く増加いたしました。この結果、売上高は711,500千円（前年同期比18.3％増）、セグメント利益は25,453千円

（前年同期は49,017千円のセグメント損失）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当中間連結会計期間末における流動資産は4,463,223千円となり、前連結会計年度末に比べ811,248千円減少いた

しました。これは主に、現金及び預金が199,290千円減少、仕掛販売用不動産が578,653千円減少したこと等による

ものであります。固定資産は583,084千円となり、前連結会計年度末に比べ308,981千円増加いたしました。これは

主に、有形固定資産が327,483千円増加したこと等によるものであります。

　この結果、総資産は5,046,308千円となり、前連結会計年度末に比べ502,267千円減少いたしました。

（負債）

　当中間連結会計期間末における流動負債は570,196千円となり、前連結会計年度末に比べ591,703千円減少いたし

ました。これは主に、短期借入金が435,500千円減少、未成工事受入金が92,924千円減少したこと等によるもので

あります。固定負債は1,830,431千円となり、前連結会計年度末に比べ130,128千円増加いたしました。これは主

に、長期借入金が131,080千円増加したこと等によるものであります。

　この結果、負債合計は2,400,627千円となり、前連結会計年度末に比べ461,574千円減少いたしました。

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は2,645,680千円となり、前連結会計年度末に比べ40,692千円減少い

たしました。これは親会社株主に帰属する中間純利益の計上による増加20,807千円、剰余金の配当の支払いによる

減少61,500千円によるものであります。

　この結果、自己資本比率は52.4％（前連結会計年度末は48.4％）となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

157,682千円減少し808,494千円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は、86,775千円となりました（前年同期は718,894千円の減少）。これは主に、棚卸

資産の増加額129,086千円、前渡金の減少額261,800千円、未成工事受入金の減少額92,924千円等によるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の増加は、105,411千円となりました（前年同期は355,283千円の減少）。これは主に、定期

預金の払戻による収入41,908千円、有形固定資産の売却による収入70,000千円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の減少は、349,870千円となりました（前年同期は502,517千円の増加）。これは主に、短期

借入金の返済による支出435,500千円、長期借入れによる収入250,000千円、長期借入金の返済による支出102,776

千円等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年12月期の連結業績予想につきましては、前回発表（2026年２月10日）から変更ありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,008,085 808,794

売掛金 12,520 7,601

完成工事未収入金及び契約資産 37,843 33,060

販売用不動産 2,753,306 3,040,443

仕掛販売用不動産 1,081,014 502,360

未成工事支出金 24,150 29,561

その他 357,550 41,401

流動資産合計 5,274,471 4,463,223

固定資産

有形固定資産

土地 60,869 356,733

その他（純額） 26,730 58,350

有形固定資産合計 87,599 415,083

無形固定資産

のれん 78,917 60,705

その他 1,479 817

無形固定資産合計 80,397 61,523

投資その他の資産 106,106 106,478

固定資産合計 274,103 583,084

資産合計 5,548,575 5,046,308

負債の部

流動負債

不動産事業未払金 65,365 61,057

工事未払金 132,210 104,243

短期借入金 477,000 41,500

１年内返済予定の長期借入金 172,692 188,836

未払法人税等 32,112 6,722

未成工事受入金 173,847 80,923

引当金 51,627 8,378

その他 57,043 78,534

流動負債合計 1,161,899 570,196

固定負債

長期借入金 1,595,124 1,726,204

退職給付に係る負債 32,006 31,268

資産除去債務 17,399 17,420

役員退職慰労引当金 49,072 50,999

その他 6,701 4,539

固定負債合計 1,700,302 1,830,431

負債合計 2,862,202 2,400,627

純資産の部

株主資本

資本金 462,491 462,491

資本剰余金 514,984 514,984

利益剰余金 1,709,268 1,668,576

自己株式 △371 △371

株主資本合計 2,686,373 2,645,680

純資産合計 2,686,373 2,645,680

負債純資産合計 5,548,575 5,046,308

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日
　至　2026年６月30日)

売上高 1,449,440 1,450,787

売上原価 1,142,148 1,128,757

売上総利益 307,291 322,029

販売費及び一般管理費 368,611 306,821

営業利益又は営業損失（△） △61,319 15,208

営業外収益

受取利息 741 907

受取手数料 2,110 1,470

貸倒引当金戻入額 880 806

消費税差額 5,400 1,982

その他 5,041 3,007

営業外収益合計 14,173 8,173

営業外費用

支払利息 11,055 14,513

その他 2,038 75

営業外費用合計 13,093 14,588

経常利益又は経常損失（△） △60,240 8,793

特別利益

固定資産売却益 1,538 19,653

特別利益合計 1,538 19,653

特別損失

固定資産除却損 96 －

特別損失合計 96 －

税金等調整前中間純利益又は

税金等調整前中間純損失（△）
△58,798 28,446

法人税、住民税及び事業税 15,055 3,013

法人税等調整額 1,829 4,625

法人税等合計 16,885 7,639

中間純利益又は中間純損失（△） △75,683 20,807

親会社株主に帰属する中間純利益又は

親会社株主に帰属する中間純損失（△）
△75,683 20,807

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日
　至　2026年６月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △75,683 20,807

中間包括利益 △75,683 20,807

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △75,683 20,807

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日
　至　2026年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前中間純利益又は
税金等調整前中間純損失（△）

△58,798 28,446

減価償却費 24,560 28,478
のれん償却額 12,141 18,211
賞与引当金の増減額（△は減少） △157 △985
株主優待引当金の増減額（△は減少） 12,404 △41,865
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,069 1,927
完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △194 △398
貸倒引当金戻入額 △880 △806
受取利息及び受取配当金 △741 △907
助成金収入 － △250
支払利息 11,055 14,513
固定資産売却益 △1,538 △19,653
売上債権の増減額（△は増加） 18,535 9,702
棚卸資産の増減額（△は増加） △438,401 △129,086
前渡金の増減額（△は増加） 1,500 261,800
前払費用の増減額（△は増加） 4,768 4,061
長期前払費用の増減額（△は増加） △52 158
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,062 △738
仕入債務の増減額（△は減少） △111,151 △32,274
未払金の増減額（△は減少） 8,044 3,161
未収消費税等の増減額（△は増加） △31,592 44,816
未払消費税等の増減額（△は減少） △1,020 △229
未成工事受入金の増減額（△は減少） 4,147 △92,924
不動産事業受入金の増減額（△は減少） 1,600 800
仮受金の増減額（△は減少） － 17,604
預り金の増減額（△は減少） △2,056 △436
その他 6,447 10,912

小計 △538,249 124,038

利息及び配当金の受取額 741 907
助成金の受取額 － 250
利息の支払額 △11,163 △14,504
法人税等の支払額 △170,223 △23,916

営業活動によるキャッシュ・フロー △718,894 86,775

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期積金の預入による支出 － △5,500
定期預金の払戻による収入 － 41,908
有形固定資産の取得による支出 △22,810 －
有形固定資産の売却による収入 2,805 70,000
資産除去債務の履行による支出 △3,500 －
無形固定資産の取得による支出 △1,092 －
出資金の回収による収入 600 －
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△339,474 －

その他 8,188 △996

投資活動によるキャッシュ・フロー △355,283 105,411

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 50,000 －
短期借入金の返済による支出 △53,000 △435,500
長期借入れによる収入 695,000 250,000
長期借入金の返済による支出 △102,282 △102,776
社債の償還による支出 △5,000 －
リース債務の返済による支出 △389 △390
配当金の支払額 △81,810 △61,204

財務活動によるキャッシュ・フロー 502,517 △349,870

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △571,659 △157,682

現金及び現金同等物の期首残高 1,608,667 966,177

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,037,007 808,494

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

不動産
販売事業

建築請負
事業

売上高

顧客との契約か

ら生じる収益
803,010 597,749 1,400,759 － 1,400,759

その他の収益 45,017 3,662 48,680 － 48,680

外部顧客への売

上高
848,028 601,412 1,449,440 － 1,449,440

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

744 － 744 △744 －

計 848,772 601,412 1,450,184 △744 1,449,440

セグメント利益又

は損失（△）
81,974 △49,017 32,957 △94,277 △61,319

のれん償却額 12,141 － 12,141 － 12,141

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間（自　2025年１月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△94,277千円には、全社費用△94,387千円の他、セグメント間

の取引消去等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入

であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「不動産販売事業」セグメントにおいて、当社が株式会社三愛ホームの全株式を取得したことに伴い

当中間連結会計期間より、同社を連結の範囲に含めております。なお、当該事象によるのれんの増加

額は、当中間連結会計期間においては109,270千円であります。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

不動産
販売事業

建築請負
事業

売上高

顧客との契約か

ら生じる収益
735,779 673,160 1,408,939 － 1,408,939

その他の収益 41,847 － 41,847 － 41,847

外部顧客への売

上高
777,627 673,160 1,450,787 － 1,450,787

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

7,016 38,340 45,357 △45,357 －

計 784,644 711,500 1,496,144 △45,357 1,450,787

セグメント利益 40,081 25,453 65,535 △50,326 15,208

のれん償却額 18,211 － 18,211 － 18,211

当中間連結会計期間（自　2026年１月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額△50,326千円には、全社費用△49,566千円の他、セグメント間の取引消

去等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入

であります。
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